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ＣＯ２フリーの水素エネルギー社会構築に向けた 

電気化学式昇圧機によるグリーン水素小規模出荷設備の完成について 
 

 

    

米倉山電力貯蔵技術研究サイトにおいて、民間企業２社（株式会社加地テック、東レ株式

会社）と共同し建設を進めてきた電気化学式水素昇圧機の実証設備が完成し、この方式によ

る高圧ガスの製造・出荷を国内で初めて達成したので別紙のとおり発表します。 

山梨県では、太陽光発電等の再生可能エネルギーを安定的かつ効率的に活用するため、再

生可能エネルギー由来の電力を水素エネルギーに転換するＰ２Ｇ（Ｐｏｗｅｒ ｔｏ Ｇａ

ｓ）システムの技術開発を進めています。 

Ｐ２Ｇシステムの評価設備から得られるグリーン水素を、今回完成した設備にて昇圧する

ことで、県内外で実施される水素利用の実証試験に各種の水素ボンベにて供給することがで

きます。 

今後、国立研究開発法人新エネルギ－・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）からの受託事

業である「ＣＯ２フリーの水素社会構築を目指したＰ２Ｇシステム技術開発」や山梨大学が

中心となって実施する「文部科学省地域イノベーション・エコシステム形成プログラム」な

ど多様な用途に向けて水素を供給し、水素エネルギー社会の実現に貢献して参ります。 
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